グループホームしあわせの里
令和６年度 第1回　運営推進会議録
1、開催日時　　　令和6年4月19日（金）16時00分～16時55分
2、開催場所　　　しあわせの里交流スペース
3、出 席 者　　　槇野富美子　（利用者代表）
　　　　　　　　  原 　芳一  （地域住民代表）
　　　　　　　　 三島　博子　（地域住民代表）
　　　　　　　　 郷原めぐみ　（出雲市高齢者福祉課）
　　　　　　　　 古川　恵子（あんしん支援センター）　　
　　　　　　　　 長岡　良作　（ホーム長）
　　　　　　　　 鬼村　　輔　（介護職員）
　　　　　　　　 
【しあわせの里 令和6年度 第1回　運営推進会議日程】
1 開　会
2 統括部長挨拶
3 議　題　　　★認知症ケア会議　について
4 その他　　　★利用者状況　について
5 閉　会
【開　会　16：00】
統括部長から出席者への御礼と、本日の議題について忌憚のないご意見をいただくことのお願いがあり、令和6年度第1回　運営推進会議が開催された。
【議題についての説明、意見交換等】
≪認知症ケア会議　について ≫
ホーム長　
議題について、「認知症高齢者の日常生活自立度の判断基準及び症状・行動の例」と
先日事業所内で開催した「認知症ケア会議」の詳細を、資料に沿って説明を行う。
その後、委員のかたがたからの質問意見等を受け付けた。
A様について　郷原めぐみ委員（出雲市高齢者福祉課）　
　難しい性格であるが、上手に接しておられると思う。
家族や職員の協力があって、何とか苑での生活ができていると思います。
ホーム長
この方については、利用者の安全で安心な生活を支えるという一般的なアプローチと異なる対応を選択しております。今後も定期的な報告（生活の様子と予想されるリスク）を継続し、家族の協力を得ながら本人様の意思を尊重したケアを提供して行きたいと考えております。
B様について　古川恵子委員（あんしん支援センター）
　口腔ケアの際に拒否が強いと言うことですが、どのような対応をされていますか？
ホーム長
　入所間もない頃は拒否はあるものの、タイミングが良ければ出来ていた。慣れてきた
頃から、どんなに機嫌の良いタイミングで介入してもできなくなってしまった。時間をおいて再度介入しても難しくなってしまった。今後も検討して行きます。
古川恵子委員（あんしん支援センター）
　義歯の方も定期的に歯科受診をした方が良いのでは？
ホーム長
　そうですね。同法人に歯科衛生士が2名配置されているので、しあわせの里の利用者
も観ていただけないか相談してみます。
C様について　三島博子委員（地域住民代表）
　看取りの方であれば、食事を工夫して栄養を摂れているので、このまま見守ってあげることができればいいのでは。
ホーム長
　現在看護師が配置できず、看取りではありませんが、3月までは看取りの対応をして
おりました。今後も体調に合わせ、食べれる時に食べれるだけ食事を提供していきたいと考えております。
D様について　郷原めぐみ委員（出雲市高齢者福祉課）　
　本人様が持っている金銭で、今までにトラブルはありましたか。
ホーム長
　利用者どうしでの金銭のやり取りはないですが、職員に対してはお世話になったと、
実際に金銭を渡そうとすることは何度かあります。気持ちだけ頂いております。
河原めぐみ委員（出雲市高齢者福祉課）
　帰宅願望があった際、1人勤務の時間帯であれば、どのうように対応されていますか？
ホーム長
　今のところ、夕方（18時頃）に帰宅願望がみられることが多いので、対応出来ています。1人勤務の時間帯であれば、玄関の施錠（通常19時であるが）もやむを得ないことは周知しています。帰宅願望の原因も究明していければと考えております。
E様について　古川恵子委員（あんしん支援センター）
　この方は男性ですか？また介護職員の性別で反応の違いはありますか。
ホーム長
　男性の方です。性別で違うかとのことですが、女性の方が良いように思いますが。
鬼村介護職員
　そこまで変わらないと思います。機嫌が悪くなると同じです。
古川恵子委員（あんしん支援センター）
　介助は常に2人介助でやっておられますか。
ホーム長
常に2人介助では行っておりません。入浴時や排泄時の必要な時（拒否や興奮が強い時）にやっております。難しいですが、少しでも穏やかに過ごせるよう今後も検討して行きたいと考えております。
F様について　三島博子委員（地域住民代表）
　動きが早く、常に目が離せない状況であるが、常に横にいることは難しいと思います。
本人様が危険にさらされないよう、引き続き頑張ってケアをしていってほしい。
ホーム長
　ありがとうございます。精神的に不安定になられることがないよう、可能な限り寄り添いながらケアをして行きたいと思います。
　
G様　郷原めぐみ委員（出雲市高齢者福祉課）　
　怒りっぽくなられたとのことですが、どのような対応をされているのか？最初から
怒りっぽいところはあったのか。
ホーム長
　最初は今のように怒りっぽいことはなかったと聞いています。
鬼村介護職員
　今ほどではないですが、入所された時からその傾向はあったかなと思います。
ホーム長
　体調に合わせ、都度無理のないようなケアを継続して行くしかないと考えております。
H様　古川恵子委員（あんしん支援センター）
大変ですね。昼と夜が反対になっておられますか？薬の調整とかはされてますか。
ホーム長
　昼夜逆転の傾向はありますが、昼、夜関係なく覚醒状態の時に弄便行為はありますので、人感センサーが作動すれば訪室するようにしております。排便コントロールも便秘の時もあれば、そうでない時もあるので難しいです。それから、以前は眠前薬を服用されていましたが、日中傾眠が酷いことがあり、現在は中止しています。薬で無理に抑えるよりも、別の方法での解決が職員の一致した考えなので、今後も検討を継続して行きたいと考えております。
I様　三島博子委員（地域住民代表）
　本人様は鏡を覆っていることに気づいておられますか。
ホーム長
　それはわからないですね。ただ鏡や窓ガラスに映った自分を見てせん妄のような症状が出て精神的にまいっておられたので、それを解消することが出来たのは良かったのですが。本来鏡は自分の姿などを見るものであり、それを覆ってしまうのはケアとしていかがなものかと考えてみたりもします。他のアプローチはなかったのか、今後も別の対応を検討して行きたいと思います。
三島博子委員（地域住民代表）
　本人がそのことに対して、何も言われなければいいんじゃないでしょうか。
【16：55　閉　会】
【次回運営推進会議日程】
令和6年6月21日（第3金曜日）16：00開催予定
